
令和７年（2025 年）10 月 14 日 17 時 時点 

 
１ 大雨の概要 
  8 月 10 日夜からこれまでに経験したことのないような大雨となり、11 日昼過ぎにかけて大雨警報や土

砂災害警戒情報等が発表された。 
熊本地方においては、10 日 22 時から線状降水帯が発生し、熊本市内でも多数の被害が発生した。 

 
２ 市の態勢等 

(1) 水防本部の態勢 
  8 月 09 日（土）12：09 熊本市水防本部【レベル２】情報収集態勢 

   8 月 10 日（日）21：25 熊本市水防本部【レベル３】初動準備態勢 
8 月 10 日（日）22：05 熊本市災害警戒本部【レベル４】応急活動準備態勢 

    8 月 11 日（月）16：30 熊本市水防本部【レベル３】初動準備態勢 
    8 月 12 日（火）11：19 熊本市水防本部【レベル２】情報収集態勢 

 
(2) 避難場所運営の態勢 
  8 月 10 日（日） 高齢者等避難発令に伴い公設公民館等（20 か所）開設 
  8 月 11 日（月）最大 92 か所避難所開設（最大避難者数：598 人） 
  9 月 29 日（月） 全避難所を閉鎖 

                 
３ 気象情報及び避難情報発令等状況  

8 月 10 日（日） 18：00  高齢者等避難 発令（避難場所２０か所） 
19：13  洪水注意報 発表 
21：25  大雨警報（浸水害・土砂災害） 発表 
22：05  土砂災害警戒情報 発表 
22：09  洪水警報 発表 
22：40  避難指示 発令（西区・北区）        

   8 月 11 日（月） 00：15  避難指示 発令（中央区・東区・南区） 
           15：10 土砂災害警戒情報 解除 
           16：30 避難指示 解除（高齢者等避難継続） 
                    20：59  洪水注意報 解除 

8 月 12 日（火） 11：29  大雨警報（土砂災害） 解除 
高齢者等避難 解除 

8 月 13 日（水） 02：45  大雨注意報（土砂） 解除 
 
 
４ 被害等の状況(10 月 14 日 17：00 時点) 
  (1) 人的被害 ：７件（死亡１件、行方不明１件、軽中等症５件） 

(2) 住家被害 ：り災証明書申請 2,256 件、り災証明書発行件数 2,051 件 
（全壊 0 件、大規模半壊２件、中規模半壊 21 件、半壊 685 件、準半壊 242 件、 

一部損壊 1,100 件、無被害１件） 
※参考：床上浸水 1,183 件、床下浸水 739 件、その他 128 件、無被害１件 

(3) 土砂災害 ：214 件 
(4) 道路冠水 ：132 件 
(5) その他  ：105 件（倒木、道路損壊など） 
(6) 避難者  ：0 人 
(7) 車両水没  ：2,000 台超（災害ｻﾎﾟｰﾄ・ﾚﾝﾀｶｰ受付件数、ﾚｯｶｰ移動件数、民間の損害保険会社における

車両保険受付件数より推計） 
 



令和 7 年（2025 年）10 月 14 日１7 時 時点  

  

５ 災害救助法適用状況 

・令和 7 年 8 月 10 日、本市における災害救助法の適用を決定。（本市は H31.4.1、救助実施市に指定）  

・現在、 「応急仮設住宅の供与」、「被服、寝具その他生活必需品の給与・貸与」、「住宅の応急修理」、「学用品

の給与」の４項目を実施中。  

  

【詳細】 ※実施中の救助項目を黄色セルで表示  

  

※災害救助法に定める「飲料水の供給」、「医療・助産」、「被災者の救出」、「埋葬」、「死体の捜索・処理」は

本災害では実施していない。  

※救助期間については、一般基準では救助の適切な実施が困難な場合、その都度、内閣府と特別基準の設定

を協議し、期間の延⾧を行っている。  

 



第４回 災害対策本部会議資料  【政策局】 

令和７年（２０２５年）１０月１４日１７時 時点 

 

１ 被害状況 

（１）政策局所管施設の被害状況 

・国際交流会館・・・被害なし 

（２）政策局所管設備等の被害状況（被害額） 

・河川等監視カメラ（機器交換）・・・２６，０００千円 

・防災行政無線（修繕）・・・３，８５０千円 

 

２ 対応状況 

（１）被害状況の対応 

・河川等監視カメラ（機器交換）・・・９月補正予算で予算措置 

・防災行政無線（修繕）・・・既存予算で対応 

 

（２）被災者支援制度 

①災害サポート・レンタカーの無料貸出（日本カーシェアリング協会） 

・日本カーシェアリング協会と連携し、被災された方が無償でレンタカーを利用できる「災害サポート・

レンタカー」の予約受付を８月１６日に開始した。 

 ・申込状況（１０月９日１３時時点）   

  １，４５７件（うち、熊本市件数１，０５１件 長期９９８件／短期５３件） 

・貸出件数（１０月９日１３時時点）  

 １２８件（うち、熊本市件数１０８件 長期９０件／短期１８件） 

※申し込み後に車を手配できた等の理由によりキャンセルされた方もおり、１０月１４日現在、待ち件数

は１８８件（うち、熊本市件数１４６件） 

 

②令和７年８月大雨によるお困りごと「夜間」無料電話相談会（熊本県司法書士会） 

 ・熊本県司法書士会と連携し、今回の災害による生活の困りごとなどの電話相談窓口を、８月２５日～ 

９月２９日の期間で設置した。 

 ・相談件数 ６件 

 

 ③無料法律相談（弁護士） 

 ・熊本県弁護士会に所属する会員弁護士による電話相談窓口を設置した。 

・相談件数 ２件 

 

３ 今後の対応 

・令和７年８月１０日からの大雨への全庁的な災害対応について検証を行う。 

 ・引き続き被災者のニーズを把握し、各局と連携しながら被災者に寄り添った対応を実施するなど、被災 

者支援の充実に努める。 

 

 



第４回 災害対策本部会議資料  【政策局】 

 

４ 被害額（各局（区）への照会結果） 

 ・大雨により被害を受けた、本市管理の公共施設、民間事業所等に関する被害額については、合計で 

約８１．８億円（１０月１０日１２時時点） 

  ・現時点での試算結果であり、現在調査中のものがあるため、今後、金額の変動がある。 

    

 



① このたびの大雨災害への全庁的な災害対応について、政策局を中心に検証を行う。

②③ このうち、特に重要な、水防本部・災害警戒本部の体制及び活動状況等及び排水機場等のポン

プ施設の稼働状況等について、外部の有識者等による附属機関において検証を行う。

（１） 検証体制

1

令和７年８月１０日からの大雨への対応に関する検証について
2025/10/１５ 政策局・総務局・都市建設局・上下水道局

① 全庁的な災害対応の検証

【事 務 局 ： 政 策 局】

② 水防本部・災害警戒本部

の体制及び活動

に関する検証委員会

【事 務 局 ： 総 務 局】

③ 排水機場等の稼働状況等

に関する検証委員会

【事 務 局 ： 都市建設局】

附属機関（※）

連 携

※熊本市附属機関設置条例第２条第２項第２号に基づく附属機関（１０月１日規則改正により設置）

附属機関（※）



2

水防本部・災害警戒本部の体制及び活動

に関する検証委員会

排水機場等の稼働状況等

に関する検証委員会

審
議
内
容

⚫ ８月１０日からの大雨災害発災時における水防本

部・災害警戒本部の体制及び活動の検証

⚫ 特に、坪井川・井芹川のサイレン吹鳴の遅延に係

る原因と経緯の検証

⚫ より実効性のある組織体制と仕組みの構築に資

する取組の提言

⚫8月10日からの大雨時に停止した本市の排水機場等の

ポンプ施設の稼働状況、停止要因、本市の対応等に関す

ること

⚫検証結果を踏まえた再発防止（ハード及びソフト対策）に

関すること

⚫委員会が必要と認める事項

（市域全体の排水機場が有すべき耐水性等、支援策（止水板）など）

委

員

（２） 各検証委員会の概要

令和７年８月１０日からの大雨への対応に関する検証について
2025/10/１５ 政策局・総務局・都市建設局・上下水道局

分野 所属等 氏名

防災
（学識経験者）

熊本大学　副学長
熊本大学大学院

先端科学研究部　教授
竹内　裕希子

行政
（学識経験者）

熊本県立大学
総合管理学部　教授

澤田　道夫

危機管理
（学識経験者）

東海大学
文理融合学部　准教授

安部　美和

報道関係
熊本日日新聞社

論説委員会　副委員長
前田　　克

気象分野 熊本地方気象台　次長 松野下　辰也

分野 所属等 氏名

防災・水工学
（学識経験者）

熊本大学大学院
先端科学研究部　教授

張　　　浩

行　政
（学識経験者）

熊本県立大学
総合管理学部　准教授

井寺　美穂

国
（行政関係者）

国土交通省　九州地方整備局
熊本河川国道事務所　技術副所長

後田　浩二

県
（行政関係者）

熊本県　土木部
総括審議員兼河川港湾局長

西田　将人

ポンプ実務
日本下水道事業団　西日本設計ｾﾝﾀｰ

機械設計課　課長
堀之内　真吾



3

水防本部・災害警戒本部の体制及び活動

に関する検証委員会

排水機場等の稼働状況等

に関する検証委員会

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

⚫ 10/16 第１回検証委員会

（現状把握、 論点整理、課題抽出、課題への対策）

⚫ 10/27 第２回検証委員会

（対策の整理、とりまとめ）

⚫ 11月上旬 第３回検証委員会

（答申案とりまとめ）

⚫ 11月中旬 答申

⚫ 第１・２・３回検証委員会(10/16、１０/27、11月上旬）

⚫ 11月中旬 中間答申

⇒ 【第１弾】 山ノ下排水機場､坪井ポンプ場の検証

（現状把握､論点整理･課題抽出､再発防止策等）

⚫ 第４・5回検証委員会、最終答申（１2月～３月）

⇒ 【第２弾】 中心市街地等を含めた検証

(内水浸水シミュレーション結果、最終報告､答申案とりまとめ)

（２） 各検証委員会の概要

令和７年８月１０日からの大雨への対応に関する検証について
2025/10/１５ 政策局・総務局・都市建設局・上下水道局



第４回 災害対策本部会議資料  【総務局】 

令和７年（２０２５年）１０月１４日１７時 時点 

１ 被害状況 

  （１）市役所駐車場（地下）に設置している給水加圧ポンプが、水没し故障した。浸水後、給水ができない

状態となった。 

 （２）本庁舎の地下中 2階及び地下 2階の倉庫が水漏れした。 

文書保存箱 2箱が水損した。 

  （））本庁舎側道路 が冠水し、歩路縁石を越えてサンクンガーデン出入口から浸水した。地下１階食堂、

廊下等が浸水した。浸水深さ約 1センチ 

 

２ 対応状況 

 （１）応急的な対応を実施し、給水ができない状態は仮復旧した。 

 （２）シートで養生をする等、水漏れの応急対応を行った。 

 （））浸水当日に排水作業を完了し、食堂は翌日消毒を実施した。 

 

３ 今後の対応 

（１）応急対応した給水設備を本復旧する。 

 （２）水漏れの原因、経 を調査し、防水改修を行う。 

（））本庁舎側道サンクンガーデン出入口への防潮板の設置を、線状降水帯等豪雨の予報時に事前設置す

ること及び、突然の豪雨による路 冠水時には守衛が設置することとした。 

 

４ その他 

  （１）市役所駐車場  地下 1階に設置の水没した加圧給水ポンプ・状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（次項へ） 

 

 

 

 

 

 

 

 



第４回 災害対策本部会議資料  【総務局】 

（２）市役所本庁舎 地下中 2階、地下 2階の雨漏り状況（床、天井） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（））本庁舎地下 1階の浸水直後（清掃前）の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ 防潮板設置状況（後日撮影） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以上） 

 



第４回 災害対策本部会議資料  【財政局】 

令和７年（２０２５年）１０月１４日１７時 時点 

 

１ 住家被害認定調査状況 

○ 固定資産税課が受領した被害認定調査が必要な罹災証明申請数は、令和 7 年（2025 年）10 月 14 日現

在 1,346 件となっており、内訳は以下のとおり。 

 

西区 中央区 北区 東区 南区 

６５０件 ４７１件 １１６件 ６９件 ４０件 

 

２ 対応状況 

○ 令和 7 年（2025 年）8 月 13 日（水曜日）から住家の被害認定調査を開始している。 

○ 令和 7 年（2025 年）10 月 14 日現在、1,310 件の調査を完了しており、進捗率は約 97％である。 

  （月毎の調査件数）8 月：875 件、9 月：405 件、10 月（14 日現在）：30 件 

○ 令和 7 年（2025 年）10 月 14 日現在、再調査の申請件数は 98 件であり、97 件の調査を完了している。

また、再々調査の申請件数は 4 件であり、4 件すべての調査を完了している。 

○ 調査の結果は現在判定中のものを除き以下のとおり。 

 

大規模半壊 中規模半壊 半壊 準半壊 一部損壊 無被害 

２件 ２１件 ６８５件 ２４２件 ３４３件 １件 

 

３ 今後の対応 

○ 10 月に入り被害認定調査が必要な罹災証明申請数は減少傾向にあるものの、多い日は 1 日あたり 5 件

の新規申請があっており、引き続き被害認定調査を継続する。 

○ 再調査、再々調査においては、判定に納得いただけるよう丁寧な調査と説明を尽くしていく。 

 

４ 支援状況 

  市税の減免 

○ 申請件数 

個人市民税        ２４８件 

事業所税           ０件 

固定資産税        ２３３件 

 

市税の納税の猶予 

○ 申請件数           ０件 

 

税関係証明書の交付手数料の免除（市民税課及び各区税務室発行分のみ９月末時点） 

○ 発行枚数          ２５件 

 



対応件数 ※265件

ボランティア活動者数

（延べ人数）
1,208人

第４回 災害対策本部会議資料  【文化市民局】 

令和７年（２０２５年）１０月１４日１７時 時点 

 

１ 主な所管施設の被害状況 
 

〇熊本城 

→被害 16 か所中 11 か所は復旧対応済み。残り 5 か所は今後対応予定（詳細は別紙のとおり） 

 

〇男女共同参画センターはあもにい（雨漏り） 

→令和 7 年 12 月に補修完了見込み（現在、契約手続き中） 

 

〇熊本市民会館（雨漏り） 

→令和８年度に対応予定 

 

〇くまもと工芸会館（雨漏り） 

→現在補修中 

 

〇徳富記念園（雨漏り） 

→今後、施設のあり方を検討する中で、雨漏り補修も検討予定 

 

〇後藤是山記念館 

→R8 年度に対応予定 

 

〇田原坂西南戦争資料館 

→R8 年度に対応予定 

 

 

２ 災害ボランティセンターについて 

 

〇ボランティア対応件数等 

         ・8/15（金） 

花園まちづくりセンターに設置 
 

                    ・9/19（金） 

                      災害ボランティアセンターを閉所 
 

※うち 6件継続中  ・9/20（土）～ 

市社協の通常業務においてボランティア活動を継続 

 

 〇今後、今回の大雨被害による災害ボランティアセンターの「設置、運営、マニュアル、協定」

について検証を行っていく。 

 




